
モンゴルの中高校生が来校し交流しました 

 

７月５日（水）、モンゴルの２校（西部ウブス県のエルデミーン・エレヘル中高一貫校、

首都ウランバートルのインターナショナルスクール）から生徒 14 名、教師５名が来校し、

２年生の英語の授業で交流しました。 

授業の始めにモンゴルの生徒から民族舞踊と歌を披露してもらいました。その後少人数

のグループに分かれ、タブレットを使いながらお互いの国の文化を紹介し合いました。 

 

  

  

 


